
■知的障害者の障害の程度の判定基準 

 
● 「療育手帳制度の実施について」（昭和 48 年 9 月 27 日児発第 725 号）―抄― 
第三  障害の程度の判定 
   １  障害の程度は、次の基準により重度とその他に区分するものとし、療育手帳の障

害の程度の記載欄には、重度の場合は「Ａ」と、その他の場合は「Ｂ」と表示するものと

する。 
(1)  重度 
 １８歳未満の者 
 昭和 39 年 3 月 13 日児発第 197 号児童局長通知（「重度知的障害児収容棟の設備及び運営

の基準について」）の１対象児童の(1)又は(2)に該当する程度の障害であって、日常生活にお

いて常時介護を要する程度のもの 
○ 昭和 39 年 3 月 13 日児発第 197 号 ―抄― 
１  対象児童  
(1)  知能指数がおおむね３５以下の児童であって、次のいずれかに該当するもの。 ア  
食事、着脱衣、排便及び洗面等日常生活の介助を必要とし、社会生活への適応が著しく困

難であること。  
イ  頻繁なてんかん様発作又は失禁、異食、興奮、寡動その他の問題行為を有し、監護を

必要とするものであること。  
(2)  盲（強度の弱視を含む。）若しくはろうあ（強度の難聴を含む。）又はし体不自由を有

する児童であって知能指数がおおむね５０以下の知的障害児  
  
 １８歳以上の者 
 昭和 43 年 7 月 3 日児発第 422 号児童家庭局長通知（「重度知的障害者収容棟の設備及び

運営について」）の１の(1)に該当する程度の障害であって、日常生活において常時介護を要

する程度のもの 
 
○ 昭和 43 年 7 月 3 日児発第 422 号 ―抄― 
１  重度棟の対象者〔中略〕  
(1)  対象者 
 対象者は、〔中略〕知能指数がおおむね３５以下（肢体不自由、盲、ろうあ等の障害を有

する者については５０以下）と判定された知的障害者であって、次のいずれかに該当する

もの（以下「重度者」という。）であること。 ア  日常生活における基本的な動作（食事、

排泄、入浴、洗面、着脱衣等）が困難であって、個別的指導及び介助を必要とする者  
イ  失禁、異食、興奮、多寡動その他の問題行為を有し、常時注意と指導を必要とする者  
(2)  その他 
 (1)に該当するもの以外の程度のもの  


